[bookmark: _xgdbbo4zt2l0]英会話スクール退会届

英会話スクール運営者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）に対し、受講者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が運営する英会話スクールにおける受講契約及び会員登録の終了を希望し、以下のとおり退会を届け出る。

[bookmark: _5uay551cqy98]第1条（目的）
本退会届は、乙が甲の運営する英会話スクールを退会するにあたり、退会希望日、受講契約の終了、受講料及び未精算金の取扱い、未受講レッスン、教材、個人情報その他退会に必要な事項を明確にし、円滑かつ適正な退会手続きを行うことを目的とする。

[bookmark: _t6vdqr1ekg88]第2条（退会申請者の情報）
乙の登録情報は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	受講者氏名
	

	フリガナ
	

	会員番号・受講者ID
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	登録住所
	

	所属校舎・教室名
	

	担当講師名（任意）
	

	入会年月日
	年　　　月　　　日

	契約番号（該当する場合）
	


2. 乙は、前項の情報が正確であることを確認し、甲が退会手続きに必要な範囲で登録情報との照合を行うことに協力する。
3. 甲は、本人確認に必要な範囲を超えて、不必要な個人情報又は資料の提出を求めないものとする。

[bookmark: _es0sf1f3i1r]第3条（対象となる受講契約）
本退会届の対象となる受講契約は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	スクール名称
	

	受講コース名
	

	受講形態
	□ グループレッスン　□ マンツーマンレッスン　□ オンラインレッスン　□ その他（　　　　　）

	契約形態
	□ 月謝制　□ 回数制　□ 期間契約制　□ その他（　　　　　）

	受講頻度
	□ 週1回　□ 週2回　□ 月指定回数　□ その他（　　　　　）

	契約開始日
	年　　　月　　　日

	契約満了予定日
	年　　　月　　　日

	月額受講料
	金　　　　　　　　　円（税込）

	契約総額（該当する場合）
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 口座振替　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	その他の契約内容
	


2. 乙が複数のコース又はサービスを契約している場合、本退会届の対象は、前項に記載された契約に限るものとする。ただし、乙がすべての契約の終了を希望し、甲乙間でその対象を確認した場合は、この限りでない。
3. 本退会届と受講契約書、会員規約その他の契約条件との関係については、関係法令に従い、乙に適用される契約内容を確認するものとする。

[bookmark: _lpa02fqvzi1e]第4条（退会希望日）
乙は、次のとおり退会を希望する。
	項目
	内容

	退会届提出日
	年　　　月　　　日

	退会希望日
	年　　　月　　　日

	最終受講希望日
	年　　　月　　　日

	最終受講予定レッスン
	

	退会区分
	□ 通常退会　□ 契約期間途中の解約　□ 契約満了による退会　□ その他（　　　　　）

	退会後の利用予定
	□ 利用終了　□ 別コースへ変更　□ その他（　　　　　）


2. 甲は、乙から退会届を受領した場合、適用される契約条件及び関係法令を確認し、退会手続きの完了予定日を乙に通知するものとする。
3. 退会希望日が契約上の退会申請期限を経過している場合であっても、甲は、契約内容及び関係法令に従って退会の効力発生日を判断し、その理由を乙に説明するものとする。
4. 法令に基づき乙が契約の解除又は解約を行う権利を有する場合、甲は、会員規約等に定める申請期限のみを理由として、その権利行使を妨げないものとする。

[bookmark: _vyc37rg96qva]第5条（退会理由）
乙の退会理由は、次のとおりとする。
□ 仕事・学業等の都合
□ 転居・転勤
□ 家庭の事情
□ 経済的な事情
□ 受講時間の確保が困難
□ 学習目標の達成
□ 学習方法の変更
□ 他の英会話スクールへの変更
□ レッスン内容が希望と合わない
□ 講師又は指導方法との相性
□ 通学・受講環境の問題
□ 健康上の事情
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ 回答しない
2. 退会理由の記載は任意とし、乙が回答しないことのみを理由として、甲は退会手続きを拒否し、又は不当に遅延させないものとする。
3. 甲は、乙が記載した退会理由について、退会手続き及びサービス改善等の正当な目的に必要な範囲で取り扱うものとする。

[bookmark: _uzu86v1foyct]第6条（退会手続き）
1. 乙は、甲が事前に案内した合理的な方法により、本退会届を提出するものとする。
2. 退会届の提出方法は、次のいずれかとする。
□ スクール窓口への提出
□ 郵送による提出
□ 電子メールによる提出
□ オンラインフォームによる提出
□ 電子契約サービスによる提出
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 甲は、乙から退会届を受領した場合、合理的な期間内に受付状況及び必要な手続きを案内するものとする。
4. 甲は、本人確認、契約内容の確認その他合理的に必要な場合を除き、乙に対して過度な来校、面談又は書類提出を要求しないものとする。
5. 退会手続きの受付日、退会の効力発生日及び最終精算日は、必要に応じて甲乙間で書面又は電磁的方法により確認するものとする。

[bookmark: _lo5fb9awqxzt]第7条（受講料及び未払金の精算）
1. 乙が退会する場合、甲乙は、退会の効力発生日までに発生した受講料その他の費用について、契約内容及び関係法令に従い精算するものとする。
2. 精算の対象となる費用は、次のとおりとする。
	項目
	金額・内容

	最終月受講料
	金　　　　　　　　　円

	未払受講料
	金　　　　　　　　　円

	教材費未払分
	金　　　　　　　　　円

	その他未払費用
	金　　　　　　　　　円

	解約に伴う費用（該当する場合）
	金　　　　　　　　　円

	返金予定額
	金　　　　　　　　　円

	最終精算予定額
	金　　　　　　　　　円

	精算予定日
	年　　　月　　　日

	精算方法
	□ 銀行振込　□ 口座振替　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）


3. 甲は、乙に対して未払金又は解約に伴う費用を請求する場合、その算定根拠及び内訳を明示するものとする。
4. 月謝制契約における最終月の受講料及び日割計算の有無については、適用される契約条件及び関係法令に従うものとする。
5. 甲は、契約上又は法令上請求することができない費用を、退会手続きの条件として乙に請求しないものとする。

[bookmark: _ip5lhzl7vh53]第8条（未受講レッスン及び振替授業）
1. 乙が退会時点で未受講のレッスン、振替授業又は未使用の受講回数を有する場合、その取扱いは、契約内容及び関係法令に従うものとする。
2. 未受講レッスン等の状況は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	契約上の総受講回数
	回

	受講済回数
	回

	未受講回数
	回

	振替可能回数
	回

	未使用チケット数
	枚

	未受講分の取扱い
	□ 退会前に受講　□ 返金対象　□ 別途協議　□ その他（　　　　　）

	最終利用可能日
	年　　　月　　　日


3. 甲は、乙に未受講分の返金請求権その他法令上又は契約上認められる権利がある場合、その権利を不当に制限しないものとする。
4. 乙が退会前に振替レッスンの受講を希望する場合、甲乙は、予約状況及び契約条件を踏まえて調整するものとする。
5. 甲の都合により実施されなかったレッスンについては、乙の責めに帰すべき事由による未受講分と区別し、適切に取り扱うものとする。

[bookmark: _mjguc8rgt6j]第9条（中途解約及び解約に伴う費用）
1. 乙が契約期間の途中で退会する場合、甲は、契約内容及び関係法令に従って中途解約の取扱いを確認するものとする。
2. 本契約が特定商取引に関する法律に定める特定継続的役務提供契約に該当する場合、甲は、同法に定める中途解約及び精算に関する規定を遵守するものとする。
3. 前項に該当する場合、甲は、法令上認められる上限を超える解約損料、違約金その他の費用を請求しないものとする。
4. 本契約が特定継続的役務提供契約に該当しない場合であっても、甲は、消費者契約法その他関係法令に反する解約条件を適用しないものとする。
5. 甲は、中途解約に伴う精算内容について、乙が確認できるよう、必要な計算資料及び明細を提供するものとする。

[bookmark: _72wak3hg58cd]第10条（返金の取扱い）
1. 乙に返金が生じる場合、甲は、契約内容及び関係法令に従い、返金額、返金方法及び返金予定日を乙に通知するものとする。
2. 返金先の情報は、必要に応じて次のとおり記載する。
	項目
	内容

	金融機関名
	

	支店名
	

	預金種別
	□ 普通　□ 当座

	口座番号
	

	口座名義
	

	返金予定額
	金　　　　　　　　　円

	返金予定日
	年　　　月　　　日


3. クレジットカード決済その他の決済サービスを利用している場合、甲は、決済事業者の手続きに従い、返金又は請求取消しに必要な対応を行うものとする。
4. 返金手数料の負担については、契約内容及び関係法令に従うものとし、甲は乙に不当な費用負担を求めないものとする。
5. 甲は、返金処理が完了した場合、必要に応じて乙にその旨を通知するものとする。

[bookmark: _fnj00q6q1uya]第11条（教材及び貸与物の返却）
1. 乙は、甲から貸与された教材、書籍、電子機器、会員証、入館カードその他の物品がある場合、契約内容に従い返却するものとする。
2. 貸与物の返却状況は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	貸与教材
	□ あり　□ なし

	会員証・入館カード
	□ あり　□ なし

	その他貸与物
	

	返却予定日
	年　　　月　　　日

	返却方法
	□ 窓口返却　□ 郵送　□ その他（　　　　　）

	返却費用負担
	□ 甲　□ 乙　□ 別途協議

	返却確認日
	年　　　月　　　日


3. 乙が自己の費用で購入した教材については、別途適法な合意がある場合を除き、乙が引き続き保有するものとする。
4. 貸与物に破損又は紛失が生じた場合の費用負担については、契約内容、損傷の原因及び関係法令に従って判断するものとする。

[bookmark: _1rnuf5nbdgx0]第12条（オンラインサービス及び学習アカウント）
1. 乙がオンラインレッスン、学習管理システム、動画教材、学習アプリその他のデジタルサービスを利用している場合、甲は、退会に伴う利用終了日及び利用制限の内容を乙に案内するものとする。
2. 退会に伴い利用を終了するサービスは、次のとおりとする。
□ オンラインレッスン予約システム
□ 学習管理システム
□ 動画教材配信サービス
□ 学習アプリ
□ オンライン教材閲覧サービス
□ 会員専用サイト
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 甲は、乙が契約上認められた期間中に利用できるサービスについて、正当な理由なく早期に利用を停止しないものとする。
4. 乙が学習履歴、受講記録その他の情報の提供を希望する場合、甲は、契約内容及び個人情報保護法その他関係法令に従い対応するものとする。
5. 退会後のアカウント削除及びデータ保存期間については、甲が事前に明示した条件及び関係法令に従うものとする。

[bookmark: _yl1fpmr2xsig]第13条（自動更新及び継続課金の停止）
1. 本契約に自動更新又は継続課金の仕組みが設けられている場合、甲は、退会の効力発生日及び適用される契約条件に従い、必要な停止手続きを行うものとする。
2. 継続課金の停止対象は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	自動更新契約
	□ あり　□ なし

	月額課金
	□ あり　□ なし

	口座振替
	□ あり　□ なし

	クレジットカード継続決済
	□ あり　□ なし

	最終請求対象期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	最終請求予定日
	年　　　月　　　日

	課金停止予定日
	年　　　月　　　日


3. 甲は、退会後に発生する請求について、契約上又は法令上正当な根拠がある場合を除き、乙に支払を求めないものとする。
4. 甲の事務処理上の誤りにより過大請求又は重複請求が発生した場合、甲は、速やかに事実関係を確認し、必要な返金又は請求訂正を行うものとする。

[bookmark: _9k4jsbaslelk]第14条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本退会届に記載された乙の個人情報について、退会手続き、本人確認、契約終了に伴う精算、問い合わせ対応その他必要な目的の範囲内で利用するものとする。
2. 甲は、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、取得した個人情報を適切に管理するものとする。
3. 甲は、法令上認められる場合を除き、本人の同意なく個人情報を第三者へ提供しないものとする。
4. 乙が退会後の広告、キャンペーン案内その他の営業目的の連絡停止を希望する場合、甲は、法令及び適用される同意条件に従い対応するものとする。
5. 個人情報の保存、削除、開示、訂正及び利用停止等の請求については、関係法令及び甲の個人情報保護方針に従うものとする。

[bookmark: _g9qzalcfnspa]第15条（退会後の連絡）
1. 甲は、退会手続き完了後であっても、未精算金、返金、貸与物の返却その他契約終了に伴い必要な事項について、乙に連絡することができる。
2. 甲は、乙が希望しない営業案内について、適用される法令及び同意条件に従い、配信停止等の措置を講じるものとする。
3. 乙は、退会手続き完了までの間、甲からの重要な連絡を受信できるよう、登録した連絡先に変更が生じた場合には、必要に応じて甲に通知するものとする。

[bookmark: _60svk29jn4a]第16条（退会後の権利義務）
1. 本契約の終了後も、終了前に発生した未払金、返金請求権、損害賠償請求権その他の権利義務は、法令又は契約上消滅する場合を除き、引き続き存続するものとする。
2. 退会によって、乙が既に取得した教材その他の物品の所有権が当然に甲へ移転するものではない。
3. 甲は、退会を理由として、乙の法令上認められる権利を不当に制限しないものとする。
4. 甲乙は、退会後に必要な精算、返却その他の手続きについて、相互に誠実に協力するものとする。

[bookmark: _96sbi4y5vuiq]第17条（退会に関する確認事項）
乙は、本退会届の提出にあたり、次の事項について確認する。
□ 退会対象となるコース及び契約内容を確認しました。
□ 退会希望日及び最終受講希望日を記載しました。
□ 退会申請の方法及び受付手続きについて確認しました。
□ 最終月の受講料及び未払金の精算について確認しました。
□ 未受講レッスン及び振替授業の取扱いについて確認しました。
□ 中途解約に伴う費用及び返金条件について確認しました。
□ 貸与教材及び会員証等の返却について確認しました。
□ オンラインサービス及び学習アカウントの利用終了について確認しました。
□ 自動更新及び継続課金の停止について確認しました。
□ 個人情報及び退会後の連絡に関する取扱いを確認しました。
□ 本退会届を提出し、対象契約の終了を希望します。
なお、上記の確認欄は、乙が説明を受けた事項等を記録するためのものであり、未チェックの項目があることのみを理由として、法令上認められる解約権の行使を妨げるものではない。

[bookmark: _4ilvuvx213un]第18条（退会届の受付及び確認）
1. 甲は、本退会届を受領した場合、受領日及び退会手続きの進捗状況を記録するものとする。
2. 甲は、退会の効力発生日、最終請求額、返金予定額その他重要事項が確定した場合、乙に対して書面又は電磁的方法により通知するものとする。
3. 退会手続きに関する受付記録は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	退会届受付日
	年　　　月　　　日

	受付担当者
	

	本人確認
	□ 完了　□ 未完了

	退会の効力発生日
	年　　　月　　　日

	最終受講日
	年　　　月　　　日

	最終精算
	□ 完了　□ 未完了

	返金手続き
	□ 対象なし　□ 完了　□ 手続き中

	貸与物返却
	□ 対象なし　□ 完了　□ 未完了

	継続課金停止
	□ 対象なし　□ 完了　□ 手続き中

	退会手続き完了日
	年　　　月　　　日

	備考
	


4. 甲は、退会手続きが完了した場合、乙の希望に応じて退会完了を確認できる書面又は電磁的記録を提供するものとする。
5. 本条に定める事務処理の完了は、法令又は契約に基づき既に生じた退会の効力を変更するものではない。

[bookmark: _nzb3aihs3kty]第19条（協議事項）
1. 本退会届に定めのない事項又は退会手続きについて疑義が生じた場合、甲乙は、適用される契約条件及び関係法令を踏まえ、誠意をもって協議するものとする。
2. 退会に伴う費用、返金その他の条件について争いが生じた場合、甲乙は、契約書、会員規約、支払記録、受講履歴その他の資料を確認し、合理的な解決に努めるものとする。
3. 本退会届は、乙が法令上有する解除権、解約権、返金請求権その他の権利を放棄する趣旨ではない。

[bookmark: _qrbivwdqm7rl]第20条（準拠法及び紛争解決）
1. 本退会届及び対象となる受講契約の解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本退会届に関連して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _7v2ke7rxj98f]
[bookmark: _e94b5w3exea1]
[bookmark: _qlz2beeews83]
[bookmark: _l4hzkdunpcn1]
[bookmark: _6zclk4ibcuan]
[bookmark: _7rn4fo4uj8ye]
[bookmark: _8x6k2bwiwzg1]
[bookmark: _wid2w0x2ujig]退会申請・署名欄
私は、上記の内容を確認し、対象となる英会話スクールの受講契約及び会員登録について、記載した退会希望日をもって終了することを希望し、本退会届を提出します。

退会届提出日
　　　　年　　　月　　　日

乙（受講者・退会申請者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会員番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法定代理人（未成年者等の場合・必要に応じて記入）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受講者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

甲（英会話スクール運営者・受付確認欄）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スクール名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

運営会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受付担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受付日：　　　　年　　　月　　　日

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

